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■ はじめに 
国際宇宙ステーションにある日本の実験棟「きぼう」は

微少重力（10-6～10-4ｇ）環境にあり、また高度400kmとい
う高い位置を周回していることから、地上では不可能な
様々なことができます。宇宙空間に突き出した船外実験プ
ラットフォームは、日本の「きぼう」ならではの環境です。 
 高真空（10-5パスカル）（地上の100億分の1） 
 複合宇宙放射線の環境 
 広い視野で地上のモニタリングなどに有効 
 豊富な太陽エネルギー(1.4kw/m2)を供給 
これらの特徴を生かして、「きぼう」の船外では「超小型

衛星の放出」や「材料や部品の宇宙空間の実証」などをの
機会を提供しています。 

 

■ 高頻度に使える宇宙空間～船外実験プラットフォーム

（活動内容） 

「きぼう」には、宇宙服無しで活動できる船内実験室と過
酷な宇宙空間を使える船外実験プラットフォームがありま
す。その船内と船外をつなぐ通路が「エアロック」、船外で
物の移動に使うのが「ロボットアーム」です。 
この「エアロック」と「ロボットアーム」を組み合わせて、船

内と船外をなんども行き来し、船外実験を簡易に実施でき
るサービスを提供しています。 

 

 
 
 
 

■ 超小型衛星放出～10 ㎝から 50 ㎝サイズの超小型衛

星の放出(J-SSOD)～ 

「きぼう」から10cm角、50cm角程度の大きさの超小型衛
星を宇宙空間に放出し、軌道に投入することができます。
通信機器等の技術検証、地球観測、人材育成などの様々
な用途の衛星を200機以上、放出してきました。 
「きぼう」からの超小型衛星放出サービスの特徴は次の通
り。 
 簡単な梱包でISSに運べます（4重包装） 
 ISSへの打上げ手段は年数回。ご要望の衛星利用

時期に対応します 
 1年程度で大気圏突入。宇宙ゴミになりません 

 
 
 
 
 
 
 

■ 宇宙空間で材料・機器を長期間曝して実データ取得

（ExHAM） 

宇宙用材料の劣化確認や宇宙科学の探求が簡単に行え
ます。ご希望の材料や機器を船外の簡易な取り付け機器
に張り付けるだけです。 
 過酷な宇宙環境に耐える先進的な材料や機器の

研究開発を行いたい 
 宇宙を浮遊する未知なる物質を捕えたい 

 
 
 
 
 
 
 

■ 宇宙空間で機器や技術の検

証（i-SEEP） 

実験機器を船外に取り付けて電源
や通信といったサービスを受けて、
宇宙環境に曝された環境で地球観
測・宇宙観測や宇宙での技術実証
等を簡単に行うことができます。 

地球・宇宙 

宇宙を技術実証の場に～超小型衛星放出、 

材料長期曝露実験、船外利用～ 

 

「きぼう」船外実験プラットフォーム 

 エアロック 

  

  
 

ロボットアーム 
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■ はじめに 
国際宇宙ステーションは、宇宙環境を利用できる世界

唯一の有人宇宙施設です。微小重力や宇宙放射線の環
境が、地上とは異なる物理現象や生命現象をもたらします。
研究者や企業の方に御利用いただけます。そこにある日
本の実験棟「きぼう」を皆さんの課題解決に使ってみませ
んか？ ここでは宇宙航空研究機構が誇る、ライフサイエ
ンス分野の宇宙利用サービスを紹介します。 

 
■ 活動内容 

１．「Made in 宇宙のタンパク質結晶」から、新薬結成のき

っかけを掴む 

微小重力環境では密度差対流や沈降が抑制されること
で、結晶がゆるやかに成長し、高品質な結晶が生成しま
す。 
地上の作業で結晶化条件を整えることによって、「きぼう

（宇宙）」で作る結晶の品質が地上よりも向上します。持ち
帰った結晶から詳細な構造データを取得することで、解析
をあきらめていた試料の構造決定や、高精度なタンパク質
分子構造座標が得られます。 

 

 
こんな方にお勧めです。 
 結晶化に成功したが、結晶品質が悪くデータ取得

が困難で、構造を決定できない 
 構造解析に成功したが、分解能が悪く詳細な構造

を決定できない 
 構造解析はできているが、精密なドラッグデザイン

のために、より高分解能の データを求めている 
 構造決定できれば研究開発の進展が期待できる

が、結晶解析技術を持っていない、または不安が
ある 

 
 
 

２．「宇宙で小動物長期飼育」から、骨や筋肉の減るメカ

ニズムのきっかけを掴む 

微小重力環境に長期に暮らしていると、骨や筋肉の量
が加速的に減少します。なぜ、それが起きるのか、それを
知るための科学研究が、小動物（マウス）を用いて宇宙で
行われています。宇宙は環境適応の過程（特に骨や筋の
分野）が短期間に観察できるという、他にはない強みがあ
ります。 
 骨は（地上の）10倍の速さで弱くなる 
 筋肉は（地上の）２倍の速さで弱くなる 
 地上で半年分の自然放射線を一日で浴びる 

JAXAの小動物飼育装置の特徴は次の通り。 
 軌道上の遠心機を使い、μG群と1G群での比較 
 1ケージに1匹の個別飼育（群飼育にも対応可能） 
 ケージごとに、地上からライブ観察可能 

2016年の小動物飼育ミッションでは、宇宙の1Ｇ環境に
いたマウスに比べ、0Ｇ環境のマウスは大腿骨内部の海綿
骨が劇的に減少、わずか35日間で重度の骨粗鬆症を発
症したことが確認されました。 
こんな方にお勧めです。 
 筋量減少や骨量減少などの加齢に似た現象が加

速する宇宙で、薬・機能性食品の効果を検証した
い 

 加齢性疾患原因遺伝子を探索したい 
 免疫系や中枢神経系への環境ストレスの影響を解

明したい 
 

ご関心のある方、どうぞ、JAXAにお問合せください。 

地球・宇宙 

 

国際宇宙ステーションで 
創薬研究、加齢研究のきっかけを掴む 
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